
「再生医療の実現化ハイウェイ」の追加公募について

資料２

文部科学省研究振興局ライフサイエンス課



厚生労働省
・再生医療の臨床研究の推進

文部科学省
・新たな再生医療技術に関する
基礎研究の推進

平成２３年度｢再生医療の実現化ハイウェイ｣文科省、厚労省、経産省の運営体制

再生医療の実現化ハイウェイ構想
再生医療のいち早い実現化のため、文部科学省、厚生労働省、経済産業省が連続的に支援を実施することが可能な仕組
みを構築し、長期間（１０～１５年間）、研究開発を支援・橋渡しすることを目指す。

再生医療の
実現化

課題Ａ
◆課題Ｂ、課題Ｃの採択は、文科
省、厚労省が協働して実施

◆課題Ｂ、課題Ｃの採択は、文科
省、厚労省が協働して実施 課題Ｅ

関係省庁が有機的に連
携し、再生医療の実現
に向けた取組を一体的
に推進

臨床研究 治験

◆文科省、厚労省が協働して評価を実施し、結果が芳しくないものは非臨床研究段階から支援を打ち切り。
◆ＰＭＤＡの薬事相談窓口が可能となる仕組みの構築
◆基礎研究から臨床研究への迅速かつシームレスな移行を可能とする仕組みの構築

◆文科省、厚労省が協働して評価を実施し、結果が芳しくないものは非臨床研究段階から支援を打ち切り。
◆ＰＭＤＡの薬事相談窓口が可能となる仕組みの構築
◆基礎研究から臨床研究への迅速かつシームレスな移行を可能とする仕組みの構築

非臨床研究

ヒトｉＰＳ・ＥＳ細胞等幹細胞に係る研究

基礎研究

課題Ｂ

課題Ｄ

経済産業省
・再生医療の実現化を支える産業基盤を構築

◆最先端の基礎研究成果を装
置開発等に迅速に反映

◆治療用装置や医療機器など
の開発

◆技術動向や安全性基準に関する情報を逐次
共有しながら周辺機器を開発

再生医療の実現化
ハイウェイ

再生医療の
実現の
高速化

RM

課題Ｃ

医療以外のﾋﾄiPS/ES細胞研究での知見の医療研究への還元病態解明等へ
の活用

◆課題の内容や進捗状況に応じた制度
・課題Ａ（厚労省）次年度には臨床研究実施のための効率的臨床研究基盤を探索・実証する研究を対象。
・課題Ｂ（文科省）１～３年目までに臨床研究に到達することを目指す。体性幹細胞を用いた研究を想定。
・課題Ｃ（文科省）５～７年目までに臨床研究に到達することを目指す。iPS／ES細胞を用いた研究を想定。
・課題D、E（経産省）再生医療の基盤となる周辺機器（簡便で正確な細胞評価装置、培養装置等）を開発。
・課題Ｆ（経産省）再生医療技術を活用し、生体内で自己組織の再生を促す再生デバイスを開発。

課題Ｆ

新規産業の
創出

文部科学省

厚生労働省

経済産業省
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○理化学研究所（高橋）
iPS 細胞由来網膜色素上皮細胞移植による
加齢黄斑変性治療の開発

○東京医科歯科大学（関矢）
滑膜幹細胞による膝半月板再生

○山口大学（坂井田）
培養ヒト骨髄細胞を用いた低侵襲肝臓再生
療法の開発

○京都府立医科大学（木下）
培養ヒト角膜内皮細胞移植による角膜内皮
再生医療の実現化

課題Ｂ課題Ａ

再生医療の実現化ハイウェイ 採択課題

再生医療の実現化に向けた他の機関の支援
（１課題）

再生医療の
実現化

プロジェクト

既存課題も
併せてサポート

実現化加速を
サポート

実現化加速を
サポート

１～３年目までに臨床研究に到達
することを目指す研究 （４課題）

５～７年目までに臨床研究に到達
することを目指す研究 （４課題）

○大阪大学（西田）
ｉＰＳ 細胞を用いた角膜再生治療法の開発

○慶應義塾大学（福田）
ｉＰＳ 細胞を用いた再生心筋細胞移植による
重症心不全治療法の確立

○国立成育医療研究センター（梅澤）
重症高アンモニア血症を生じる先天性代謝異常
症に対するヒト胚性幹（ES）細胞製剤に関する臨
床研究

○京都大学（髙橋）
パーキンソン病に対する幹細胞移植治療の
実現化

課題Ｃ

再生医療の実現化に向けた研究開発における、
倫理上の問題に関する調査・検討・支援 （１課題）課題Ｄ

○先端医療振興財団（松山）
再生医療の早期実現化と国際展開に向けた研究開発支援

○東京大学（赤林）
再生医療研究における倫理的課題の解決に関する研究
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ＰＤ代行

黒川 峰夫

ＰＤ代行

小室 一成

ＰＤ代行

髙橋 良輔

東京医科歯科大学
（関矢 一郎）

理化学研究所
（高橋 政代）

先端医療振興財団

ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

日本網膜研究所

山口大学
（坂井田 功） 先端医療振興財団

川村理化学研究所

京都府立大学
（木下 茂）

同志社大学

滋賀医科大学

慶応大学
（福田 恵一）

大阪大学

オリンパス

味の素

京都大学
（髙橋 淳）

理化学研究所

大阪大学
（西田 幸二）

慶応義塾大学

東京女子医科大学

国立成育医療研究センター

（梅沢 明弘）

慶應義塾大学

東京大学

ＤＮＡチップ研究所

ＰＤ

西川 伸一

ＰＯ

青井 貴之

再生医療の実現化ハイウェイの実施体制
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再生医療の実現化ハイウェイ 公募スケジュール

平成24年 ７月上旬 公募開始

平成24年 ８月上旬 公募締切

平成24年 ８月下旬（予定） ヒアリング実施

平成24年 ９月中（予定） 採択課題決定

平成24年 １０月中（予定） 事業開始
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